
多岐にわたる
「硫酸化ヒアルロン酸」の有⽤性

再⽣医療、細胞培養、サイトカイン療法などで
多⽤されているリガンド因⼦の多くは、
「ヘパリン結合性タンパク質」です

ヘパリンと結合することで、
熱安定性や、受容体との結合を促進します

ヘパリンには「⾎液の凝固を強く抑制する」
副作⽤があり、その利⽤は制限されています。

開発した「⾼硫酸化ヒアルロン酸」は
ヘパリンと⾮常によく似た糖鎖構造です。

① 抗凝固のリスクが低い

⾼硫酸化ヒアルロン酸の有する多くのメリット
② ヘパリン結合性タンパクに

強⼒に結合、安定化

競合的ELISA
※棒グラフが低いほどよく結合したことを⽰します

③ 分解酵素(ヒアルロニダーゼ)
により分解されにくい

出⾎は、すぐ固まる

④ 硫酸化ヒアルロン酸⾃体も
安定性が⾼い

⑤ ⼤量に⾼品質の硫酸化ヒア
ルロン酸を製造可能

応⽤例①
培地にHS-HAを添加すること
でhiPS細胞の未分化性を⾼度
に維持

応⽤例②
HS-HAとFGF1を併⽤するこ
とで、マウス腸管の損傷を
軽減する
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「共同研究」「使ってみたい」など、ご興味があればご連絡ください。
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